
まちづくり市民ワークショップ報告書
未来の諫早のまちづくりを考える



開催概要

【概要】
市⺠の意⾒を総合計画に反映させるため、「諫早市まちづくり市⺠ワークショップ」を開催した。開催⽇時やテーマ、

参加者などの詳細は以下の表に記載のとおり、諫早市の良いところを抽出し最終的にはまちづくりのアイデアを検討した。
ワークショップでは3チームを編成し、各チームでワークおよびプレゼンテーションを行った。
【目的】

• 市⺠が考える諫早市の強み・弱みの把握
• 市⺠が考える市の強みを⽣かした企画・アイデアの把握

項目 内容
開催日時 11月16日（土）14：00〜16：30

場所 諫早市役所本館5階大会議室

参加者数 14名

タイムスケジュール

14:00〜14:05（ 5分） 開会

14:05〜14:30（25分） 全体説明

14:30〜15:15（45分） ワーク１諫早の良いところ・悪いところ

15:15〜16:00（45分） ワーク２まちづくりのアイデアを考える

16:00〜16:30（30分） グループ発表
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当日の様子
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当日の検討内容

【グループA】 諫早市の良いところ・悪いところ
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【グループA】 まちづくりのアイデア
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【グループB】 諫早市の良いところ・悪いところ
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【グループB】 まちづくりアイデア
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【グループC】 諫早市の良いところ・悪いところ
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【グループC】 まちづくりアイデア



グループ発表における質疑応答で出された意見
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No. 内容

1

⻑野の大規模開発が話題になっているが、諫早の場合、⼩規模で複合機能を持つ開発を様々な場所で展開し
た方がよい。この場合、調整区域の問題も出てくるので、特区を使って規制緩和を行うなどの対策が必要で
は。

2

このワークショップの開催意図として、市⺠の意⾒聴取なら今回だけでもいいが、計画へ反映するという目
的であるのであれば、この１回で終わりにはしないでいただきたい。実際に事業として動き出す際の時期も
含めて市⺠と協働して検討をしていただきたい。

3

若者の起業支援について実際に応援ができるスキームがあるのか。諫早市外に出ていった友達もやりたいこ
とがあって、でも諫早市では出来ないから出て行った。そのようなやる気に溢れた若い人はたくさんいると
思う。若者がしたいことを諫早で出来るようになれば、諫早市に来たいという人がかなり増えると思う。

4
総合計画では10年計画だが、10年だと短いと思う。福岡でも構想から実行まで20年はかかっている。20年後
を⾒据えた方向性を検討していただきたい。

5 行政頼みだけでなく、市⺠参加の継続的な仕組みを作ることも重要である。


